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■
受
賞
フ
ァ
イ
ル（
敬
称
略
）

◎
第
55
回
商
工
会
全
国
大
会

◆
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
▼
優
良

青
年
部　
市
商
工
会
青
年
部

◆
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

▼
役
員
功
労
者　
遠
藤
忠
志
▼
優

良
常
勤
職
員　
滝
沢
勝
美
、
佐
々

木
悟

◎
商
工
会
法
施
行
55
周
年
記
念
式

典
・
商
工
会
県
大
会

◆
東
北
経
済
産
業
局
長
表
彰
▼
役

員
功
労
者　
髙
橋
富
一

◆
県
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
▼

商
工
会
青
年
部
役
員
功
労
者　
三

浦
秀
樹
▼
優
良
職
員　
髙
村
敏
江

◎
平
成
27
年
度
永
年
勤
続
優
良
従

業
員
表
彰

◆
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

▼
勤
続
年
数
30
年
以
上　
伊
藤
イ

ツ
、
高
橋
春
美
、
栗
村
秀
好
、
小

林
昭
吉
、
中
軽
米
一
則
、
中
村
一

哉（
平
舘
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、
小
船
宏

司（
荒
沢
運
送
）、高
橋
千
賀
子（
お

お
み
や
呉
服
店
）、
工
藤
彰
浩（
斉

藤
工
業
）

◆
県
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
▼

勤
続
年
数
20
年
以
上　
小
沢
等
、

宮
澤
正
雄（
遠
忠
）、伊
藤
浩
二（
八

幡
平
市
産
業
振
興
）

◆
市
商
工
会
会
長
表
彰
▼
勤
続
年

数
15
年
以
上　
竹
田
忠
昭
、
及
川

小
雪
、高
橋
洋
子（
平
舘
ク
リ
ニ
ッ

ク
）、
高
橋
栄
子
、
工
藤
千
鶴
子

（
八
幡
平
市
産
業
振
興
）、
高
橋
菊

巳（
荒
沢
運
送
）、遠
藤
輝
美（
ア
ス

テ
ラ
ス
フ
ァ
ー
マ
テ
ッ
ク
西
根
工

場
）、
佐
々
木
伸（
斉
藤
工
業
）
▼

勤
続
年
数
10
年
以
上　

大
森
涼

太
、
丸
山
斉
春
、
滝
口
義
勝
、
伊

藤
明（
遠
忠
）、
松
村
美
幸
、
工
藤

さ
ゆ
り
、高
橋
麻
美（
エ
ッ
グ
デ
リ

カ
）、
荒
木
田
優
也
、
中
里
福
次

郎
、
岡
田
茂
夫
、
岩
崎
敏
幸
、
小

原
國
夫（
高
橋
板
金
）、
高
橋
リ
ツ

子
、喚
田
ミ
ヨ
、遠
藤
キ
ミ
エ（
タ

カ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
い
こ
い

の
村
岩
手
）、
金
澤
平（
八
幡
平
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）、
遠
藤
勝（
斉
藤

工
業
）、
小
山
田
冨
士
子（
麹
屋
も

と
み
や
）
▼
勤
続
年
数
５
年
以
上　

山
本
俊
英
、
長
内
譲
、
角
掛
貢
、

角
掛
正
蔵
、
妙
村
靖
智
、
伊
藤
清

広（
高
橋
板
金
）、柴
崎
裕
司（
八
幡

平
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）

　27年度明るい選挙啓発ポスターコンクール（県審査）
西根中学校と平舘高校生徒が入賞

　
27
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル（
県
審
査
）の
表
彰
式
が
１
月
６
日
、

県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
県
内
の
小
・
中
学

校
や
高
校
な
ど
１
０
６
団
体
か
ら
１
４
０
９

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
市
内
か
ら
は
、
西
根
中

学
校
の
竹
田
璃
子
さ
ん（
３
年
）と
平
舘
高
校

の
髙
橋
雅
矢
君（
２
年
）が
優
秀
賞
を
受
賞
。

表
彰
式
終
了
後
、
市
役
所
を
訪
れ
、
岡
田
久

副
市
長
ら
に
受
賞
の
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

岡田久副市長（中央）に入賞報告する
竹田璃子さん（右）と髙橋雅矢君

本
市
の
地
方
創
生
推
進
に
向
け

岩
手
銀
行
と
連
携
協
定
を
締
結

竹
田
璃
子
さ
ん
の
作
品

髙
橋
雅
矢
君
の
作
品

い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、田
口
頭
取
は

「
情
報
交
換
を
密
に
し
、成
果
を
出
し
て
い

き
た
い
」と
、
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
協
定
は
、
市
が
策
定
し
た「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
17
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
▽
市
の
農み

の
り

と
輝ひ

か
り

の
ブ
ラ

ン
ド
強
化
▽
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し

た
地
域
活
性
化
▽
観
光
客
も
て
な
し
体
制

強
化
▽
生
涯
活
躍
の
ま
ち（
日
本
版
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
）構
想
▽
若
者
等
の
定
住
促
進
▽
出

会
い
・
縁
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
▽
地
域
拠
点

（
小
さ
な
拠
点
）等
活
性
化
▽
自
然
の
恵
み

と
共
生
す
る
資
源
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
―

の
８
分
野
で
、
相
互
に
連
携
し
て
取
り
組

む
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
岩
手
銀
行（
田
口
幸
雄
頭
取
）と
本
市
は

１
月
21
日
、
市
の
地
方
創
生
の
推
進
を
目

的
と
し
て
、連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
は
同
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、

田
口
頭
取
と
田
村
正
彦
市
長
が
協
定
書
に

調
印
、
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
田
村
市

長
は「
連
携
を
深
め
、地
方
創
生
を
進
め
て

田村正彦市長（左）と田口
幸雄岩手銀行頭取が握手
を交わしました
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